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未
明

「
時
計
の
な
い
村
」
主d.
6岡

は
じ
め
に

小
川
未
明
「
時
計
の
な
い
村
」
は
、
大
正
一

O
年
一
月
、
雑
誌
「
婦
人
公

論
」
へ
掲
載
さ
れ
た
童
話
で
あ
る
。
小
埜
裕
二
編
『
小
川
未
明
全
童
話
』
(
日

外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
平
成
二
四
年
一
一
一
月
)
に
よ
れ
ば
、
本
作
の
概
要
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

時
計
の
な
い
村
に
、
金
持
ち
が
時
計
を
買
っ
て
き
た
。
も
う
一
人
の
金
持

ち
も
時
計
を
買
っ
て
き
た
。
甲
の
時
計
と
乙
の
時
計
が
三
十
分
違
っ
て
い

て
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
争
い
に
な
る
。
や
が
て
甲
の
時
計
が
こ
わ
れ
、

乙
の
時
計
も
壊
れ
る
。
村
に
ま
た
平
和
が
戻
っ
た
。

初
出
後
は
、
同
年
五
月
発
行
の
童
話
集
『
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
』
(
天
佑
社
)
へ

初
収
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
数
多
く
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
!
へ
採
録
さ
れ
て
い

る
。
約
一
二

O
O編
あ
る
未
明
童
詳
↑
よ
忘
れ
ら
れ
た
も
の
も
多
い
|
|
の
中

に
あ
っ
て
、
人
気
作
の
部
類
に
数
え
ら
れ
る
作
品
と
言
え
よ
う
。

収
録
本
の
中
で
、
と
り
わ
け
興
味
深
い
の
は
、
『
小
川
未
明
全
集
第
二
巻

否
め
な
い
。
筆
者
は
、
印
象
批
評
で
は
な
く
、
テ
キ
ス
ト
や
同
時
代
の
一
次
資

料
に
基
づ
い
た
、
実
証
的
な
分
析
を
試
み
た
い
。

本
稿
は
「
時
計
の
な
い
村
」
の
新
た
な
読
み
の
可
能
性
を
開
く
た
め
に
あ
る

が
、
そ
の
論
述
の
一
切
は
、
作
品
末
の
解
釈
に
帰
着
す
る
。
つ
ま
り
、
村
人
は

何
故
時
計
を
捨
て
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
未
明
は
何
故
村
人
に
時
計
を
捨
て
さ

せ
た
の
か
と
い
う
聞
い
だ
。
以
下
、
本
作
が
発
表
さ
れ
た
、
大
正
一

O
年
一
月

前
後
の
未
明
の
社
会
主
義
思
想
・
童
話
観
や
、
本
作
お
よ
び
関
連
す
る
他
童
話

の
「
時
計
」
表
象
に
着
目
し
な
が
ら
、
こ
の
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

村
人
が
時
計
を
捨
て
る
行
為
は
、
近
代
へ
の
決
別
で
あ
り
、
原
始
へ
の
回
帰

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
回
婦
は
、
小
川
未
明
の
夢
以
外
の
何
物
で
も
な
か
っ

た
ー
ー
と
い
う
の
が
、
さ
し
あ
た
り
、
本
論
の
結
論
で
あ
る
。

一
、
大
正
一

O
年
一
月
前
後
の
未
明

先
述
の
通
り
、
童
話
「
時
計
の
な
い
村
」
が
「
婦
人
公
論
」
へ
掲
載
さ
れ
た

の
は
、
大
正
一

O
年
一
月
で
あ
る
。
本
節
で
は
、
作
品
解
釈
の
前
段
階
と
し

て
、
大
正
一

O
年
一
月
前
後
の
小
川
未
明
の
文
壇
上
の
位
置
お
よ
び
思
想
傾
向

を
見
定
め
た
い
。

大
正
年
間
は
、
一
般
に
、
未
明
が
社
会
主
義
思
想
・
運
動
へ
接
近
し
た
時
期

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
山
室
静
は
「
小
川
未
明
論
」
(
『
現
代
日
本

文
学
全
集
』
第
七
O
巻
、
筑
摩
書
房
、
昭
和
三
二
年
二
月
)
で
、
未
明
の
作
家

人
生
を
新
浪
漫
主
義
時
代
・
社
会
主
義
時
代
・
童
話
作
家
時
代
の
三
期
に
分

け
、
明
治
末
か
ら
「
童
話
作
家
宣
舌
己
ま
で
の
、
お
お
よ
そ
一
四
・
五
年
間

を
、
社
会
主
義
時
代
と
分
類
し
た
。
だ
が
、
よ
り
焦
点
を
絞
れ
ば
、
「
時
計
の

な
い
村
」
が
発
表
さ
れ
た
大
正
一

O
年
一
月
前
後
は
、
未
明
の
社
会
主
義
へ
の

ユ
ー
ト
ピ
ア
ン
の
刊
号

増
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直
ァて

時
計
の
な
い
村
』
(
フ
タ
パ
書
院
成
光
館
、
昭
和
一
八
年
九
月
)
で
あ
る
。
こ

れ
は
「
大
東
亜
戦
争
」
中
、
二
巻
だ
け
刊
行
さ
れ
た
「
幻
の
全
集
」
の
内
の
一

冊
で
、
「
時
計
の
な
い
村
」
が
巻
名
に
選
ば
れ
た
唯
一
の
単
行
本
だ
。
編
者
の

「
あ
と
が
き
」
に
は
、
「
「
時
計
の
な
い
村
」
と
い
ふ
お
話
も
、
面
白
い
た
と
へ

話
に
な
っ
て
ゐ
ま
す
が
、
こ
れ
も
そ
の
時
代
の
空
気
の
よ
く
出
て
ゐ
る
も
の

で
、
人
聞
が
だ
い
じ
な
心
に
頼
ら
ず
に
、
機
械
に
頼
っ
た
た
め
に
起
る
ば
か
ば

か
し
い
を
か
し
み
を
書
か
れ
た
も
の
」
と
解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
戦
後

に
は
、
本
作
と
内
容
が
酷
似
し
た
、
童
話
「
正
し
い
時
計
」
(
「
五
年
の
学
習
」

昭
和
二
八
年
六
月
)
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
抄
録
、
だ
ろ
う
。
本
作
に

関
し
て
は
、
未
明
白
身
も
・
自
負
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

し
か
る
に
、
「
時
計
の
な
い
村
」
の
先
行
研
究
は
、
驚
く
べ
き
ほ
ど
少
な
い
。

続
橋
達
雄
「
未
明
童
話
の
研
究
』
(
明
治
書
院
、
昭
和
五
二
年
一
月
)
で
、
一

節
を
設
け
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
が
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
で
あ
る
。
だ
が
、
後

で
詳
し
く
述
べ
る
通
り
、
こ
の
続
橋
論
に
は
、
「
時
計
の
な
い
村
」
本
文
の
テ

キ
ス
ト
分
析
が
一
切
な
い
と
い
う
、
致
命
的
欠
陥
が
あ
る
。
続
橋
は
、
古
代
中

国
の
「
撃
壌
歌
」
の
世
界
観
と
の
類
似
と
い
う
切
り
口
か
ら
、
他
の
未
明
作
品

を
列
挙
、
内
容
紹
介
し
て
行
く
の
だ
け
れ
ど
、
全
体
と
し
て
印
象
批
評
の
風
が
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接
触
が
、
と
り
わ
け
本
格
化
し
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
前
年
、

大
正
九
年
九
月
に
は
、
日
本
社
会
主
義
同
盟
へ
結
集
を
表
明
し
(
「
社
会
主
義

同
盟
に
六
文
士
加
入
」
「
東
京
朝
日
新
聞
」
大
正
九
年
九
月
九
日
)
、
設
立
発
起

人
に
名
を
連
ね
で
い
る
し
、
二
一
月
に
は
、
官
憲
の
猛
弾
圧
の
最
中
、
創
立
総

会
を
挙
行
し
て
い
る
(
「
発
会
式
留
ら
れ
不
意
の
創
立
総
会
」
「
東
京
朝
日
新

聞
」
大
正
九
年
二
一
月
一

O
日
)
o

ま
た
、
翌
大
正
一

O
年
四
月
に
は
、
暁
民

会
の
講
演
会
へ
、
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
や
加
藤
一
夫
と
出
席
し
た
り
も
し
た
。

こ
の
よ
う
な
社
会
主
義
へ
の
傾
斜
は
、
未
明
に
限
ら
な
い
。
当
時
の
文
壇
の

流
行
で
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
未
明
と
と
も
に
、
日
本
社
会
主
義
同
盟
へ
参
ノ
加

し
た
江
口
換
は
「
今
度
私
が
日
本
社
会
主
義
同
盟
に
加
は
っ
た
と
い
ふ
事
に
対

し
て
は
格
別
大
し
た
感
想
も
な
い
。
何
と
な
れ
ば
今
や
広
義
に
於
け
る
社
会
主

義
は
、
新
し
い
時
代
の
常
識
と
な
っ
て
仕
舞
っ
た
以
上
自
分
も
さ
う
い
ふ
新
時

代
の
常
識
を
以
て
進
ん
で
行
く
と
い
ふ
事
に
不
思
議
は
な
い
」
(
「
丈
学
者
の
眼

か
ら
観
た
社
会
主
義
同
盟
」
「
読
売
新
聞
」
大
正
九
年
九
月
一
八
・
二

O
日
)

と
述
べ
、
社
会
主
義
を
「
新
時
代
の
常
識
」
と
形
容
し
て
い
る
。

あ
る
い
は
、
有
島
武
郎
は
「
私
は
決
し
て
社
会
主
義
の
理
解
者
だ
な
ど
と
大

き
な
口
を
き
く
事
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
僅
か
ば
か
り
聞
き
噛
っ
た
り
、
読
み
か

じ
っ
た
り
し
た
所
か
ら
云
っ
て
も
、
社
会
主
義
と
い
ふ
も
の
が
当
然
将
来
の
社

会
生
活
を
指
導
す
可
き
も
の
で
あ
る
の
を
疑
ふ
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
」
(
「
最
近

文
壇
の
い
ろ
い
ろ
」
「
文
章
倶
楽
部
」
大
正
九
年
一
二
月
)
と
語
り
、
近
未
来

に
お
け
る
社
会
主
義
の
指
導
性
を
確
信
し
て
い
た
。
菊
池
寛
も
「
ど
ん
な
イ
ズ

ム
が
文
芸
の
中
心
と
な
る
か
」
と
い
う
「
新
潮
」
編
集
部
の
問
い
に
、
「
社
会

主
義
的
の
思
想
を
背
景
に
し
た
新
ら
し
い
文
芸
だ
が
、
そ
の
中
心
と
な
る
こ
と

は
疑
ひ
が
無
い
の
だ
が
、
果
し
て
そ
れ
が
文
芸
上
の
進
歩
に
な
る
か
退
歩
に
な

月
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る
か
、
其
処
ま
で
は
明
か
に
わ
か
ら
な
い
」
(
「
大
正
十
年
文
壇
予
想
」
「
新
潮
」

大
正
一

O
年
一
月
)
と
答
え
、
文
芸
上
の
効
果
に
つ
い
て
は
留
保
し
つ
つ
も
、

社
会
主
義
の
影
響
力
自
体
は
、
疑
い
の
余
地
が
な
い
も
の
と
し
て
い
る
。

そ
ん
な
中
、
未
明
は
文
壇
内
部
で
、
ど
の
よ
う
な
評
価
を
下
さ
れ
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。
宮
島
新
三
郎
は
「
欧
州
大
戦
の
結
果
が
導
い
た
大
き
な
思
潮
の
一

つ
は
明
か
に
社
会
改
造
の
四
字
に
尽
き
る
理
想
主
義
で
あ
る
」
と
時
代
を
概
括

し
、
「
単
独
に
自
己
の
境
地
を
開
い
て
来
た
中
堅
と
い
ふ
よ
り
も
大
家
の
列
に

入
る
る
を
至
当
と
す
る
作
家
」
に
、
未
明
と
谷
崎
潤
一
郎
を
挙
げ
て
い
る
。

小
川
未
明
氏
の
頭
脳
は
常
に
急
行
列
車
の
如
き
焦
燥
を
以
て
埋
め
ら
れ
て

ゐ
る
。
停
止
す
る
所
を
知
ら
ず
、
何
時
他
の
列
車
と
衝
突
し
な
い
と
も
限

ら
ぬ
。
然
し
進
ま
ね
ば
や
ま
ぬ
の
だ
。
何
物
か
の
力
を
感
ぜ
し
め
る
の
は

全
く
其
の
為
め
で
あ
る
。
氏
は
昨
年
社
会
主
義
同
盟
に
加
入
し
た
。
然
し

氏
は
飽
く
ま
で
も
北
国
の
詩
人
で
あ
る
。
吾
人
は
氏
に
於
て
詩
人
的
社
会

主
義
者
の
好
典
型
を
見
る
。

宮
島
新
一
一
一
郎
「
文
壇
の
現
状
を
報
ず
る
書
」

(
「
文
章
倶
楽
部
」
大
正
一

O
年
一
月
)

宮
島
は
「
急
行
列
車
」
「
詩
人
的
社
会
主
義
者
の
好
典
型
」
と
い
う
評
を
通
し

て
、
理
想
へ
向
か
っ
て
猪
突
猛
進
す
る
、
未
明
の
活
力
や
純
な
心
意
気
を
指
摘

し
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

ま
た
、
平
林
初
之
輔
は
「
昨
年
か
ら
本
年
へ
か
け
て
、
社
会
運
動
に
刺
激
さ

れ
た
所
謂
労
働
文
学
が
文
壇
の
一
部
に
提
唱
さ
る
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は

今
日
の
文
壇
が
あ
ま
り
個
人
の
愛
欲
に
偏
奇
し
て
社
会
的
正
義
を
閑
却
し
て
ゐ

め
ら
れ
る
に
到
っ
た
当
初
か
ら
、
真
の
民
衆
の
心
を
心
と
す
る
民
衆
的
芸

術
家
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
て
来
た
の
で
す
。
今
も
、
戦
は
さ
れ
つ
つ
あ
る

し
、
将
来
に
於
て
も
戦
は
つ
づ
け
ら
れ
る
。
理
性
が
地
上
の
す
べ
て
を
征

服
し
、
而
し
て
全
く
、
人
間
性
の
勝
利
に
帰
せ
ざ
る
限
り
は
、
恐
ら
く
こ

の
戦
は
、
止
む
時
が
な
か
ら
う
と
思
は
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

「
来
る
可
き
文
壇
と
主
観
の
客
観
化
」

(
「
読
売
新
聞
」
大
正
九
年
一
一
一
月
三
七
・
二
八
日
)

こ
れ
ま
で
の
未
明
研
究
は
、
ア
ナ
ボ
ル
対
立
の
結
呆
、
昭
和
初
年
以
降
、
未
明

が
ア
ナ
派
の
旗
印
を
鮮
明
に
し
て
い
っ
た
経
緯
か
ら
、
大
正
期
の
未
明
を
も
、

遡
及
的
に
ア
ナ
キ
ズ
ム
や
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
系
譜
に
位
置
付
け
る
の
が
常
だ

つ
か
)
。
し
か
し
、
大
正
期
の
未
明
が
「
唯
物
史
観
」
や
「
階
級
闘
争
」
を
是
認

し
た
り
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
l
ニ
ン
・
ロ
シ
ア
革
命
を
賛
美
す
る
な
ど
、
マ
ル
ク

ス
主
義
に
親
和
性
を
有
し
て
い
た
点
は
、
注
意
が
必
要
だ
ろ
う
。
両
思
想
は
、

言
わ
ば
未
分
化
の
ま
ま
、
併
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
時
計
の
な
い
村
」
発
表
時
の
未
明
の
創
作
力
に
は
、
凄
ま
じ

い
も
の
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、
数
の
話
で
言
え
ば
、
大
正
一

O
年
一
月
、
未
明
は

六
本
の
小
説
(
「
浮
浪
者
」
「
駅
者
」
「
戦
懐
」
「
老
旗
振
り
」
「
雪
の
上
」
「
風
の

鞭
」
)
、
六
本
の
童
話
(
「
時
計
の
な
い
村
」
「
殿
様
の
茶
碗
」
「
金
の
魚
」
「
世
界

一
の
幸
福
者
」
「
善
い
こ
と
を
し
た
喜
び
」
「
青
い
着
物
を
来
た
子
供
」
)
、
七
本

の
評
論
・
随
筆
類
(
「
感
想
二
こ
「
芸
術
の
蘇
生
時
代
」
「
此
意
味
の
羅
目
安
主

義
」
「
私
の
好
き
な
露
西
更
の
三
作
家
」
「
興
味
を
惹
い
た
も
の
」
「
恋
愛
に
よ

っ
て
何
を
教
へ
ら
れ
た
か
」
「
私
の
好
き
な
小
説
戯
曲
中
の
女
」
)
を
執
筆
し
て

い
る
。
小
説
集
『
赤
き
地
平
線
』
(
新
潮
社
)
も
出
版
し
た
。
多
作
だ
。
質
の

た
欠
陥
を
充
す
も
の
と
し
て
当
然
起
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
運
命
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
」
(
「
大
正
九
年
の
文
壇
を
評
す
」
「
新
潮
」
大
正
九
年
一
一
一
月
)
と
情
勢
を

分
析
し
、
「
従
来
の
文
壇
か
ら
転
じ
て
最
近
社
会
小
説
の
色
彩
を
濃
厚
に
し
た

も
の
」
に
、
未
明
・
江
口
換
・
宮
地
嘉
六
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。
だ
が
、
「
之

等
の
作
家
の
大
部
分
は
前
に
言
っ
た
や
う
に
全
然
従
来
の
文
壇
か
ら
離
れ
た
新

し
い
立
場
に
立
っ
て
ゐ
る
と
は
言
は
れ
な
い
の
で
、
こ
れ
等
の
人
々
の
手
に
よ

り
て
文
学
革
命
が
砕
成
就
さ
れ
る
と
は
期
待
さ
れ
な
い
。
た
だ
中
流
階
級
的
思
想

と
趣
味
と
の
一
角
を
切
り
崩
す
こ
と
に
満
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ら
う
」

と
も
述
べ
、
そ
の
革
新
性
に
は
否
定
的
だ
。

未
明
白
身
の
言
説
も
確
認
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
時
期
、
未
明
は
「
最
早
時

代
の
潮
流
は
知
識
階
級
の
駄
眠
を
決
し
て
許
し
は
し
な
い
、
総
て
は
旋
風
の
渦

巻
の
中
に
巻
き
去
ら
れ
る
だ
ら
う
。
民
衆
の
運
動
の
火
の
手
は
総
て
を
焼
き
尽

す
」
(
「
真
の
民
衆
文
芸
の
勃
興
を
明
年
文
壇
に
望
む
」
「
読
売
新
聞
」
大
正
九

年
一
二
月
一

O
日
)
、
「
今
日
の
民
衆
運
動
は
、
真
理
が
当
然
そ
の
赴
く
と
こ
ろ

に
行
く
過
程
の
一
つ
だ
。
而
も
、
曾
て
見
な
か
っ
た
力
強
い
運
動
で
あ
る
」

(
「
感
想
二
己
「
新
潮
」
大
正
一

O
年
一
月
)
と
語
っ
て
お
り
、
社
会
変
草
を

牽
引
す
る
民
衆
運
動
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
、
多
大
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

加
え
て
、
「
唯
物
史
観
」
や
「
階
級
闘
争
」
と
い
う
語
を
、
肯
定
的
文
脈
で

使
用
し
て
い
る
事
実
も
、
無
視
す
べ
き
で
は
な
い
。
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唯
物
史
観
は
、
近
世
社
会
経
済
組
織
の
崩
壊
を
予
言
す
る
。
而
し
て
、
真

瑚
寸
刻
刻
。
二
疋
の
方
針
に
進
ん
で
来
た
過
去
の
歴
史
が
其
れ
を
実
証
す

る
如
く
未
来
が
ま
た
其
れ
に
基
い
て
実
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
で

す
。
(
中
略
)
人
間
性
の
解
放
と
愛
護
の
戦
は
、
階
級
闘
争
の
事
実
が
認

面
か
ら
言
っ
て
も
、
「
時
計
の
な
い
村
」
や
「
殿
様
の
茶
碗
」
は
、
そ
の
後
、

未
明
童
話
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
l
へ
度
々
採
録
さ
れ
る
、
好
篇
で
あ
る
。

そ
し
て
、
代
表
作
と
し
て
名
高
い
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
が
発
表
さ
れ
た
の

は
、
翌
大
正
一

O
年
二
的
。
後
か
ら
振
り
返
れ
ば
、
大
正
一

O
年
一
月
前
後

は
、
小
川
未
明
の
全
盛
期
と
さ
え
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

二
、
童
話
「
時
計
の
な
い
村
」

l
l標
準
時
と
近
代
時
間
秩
序
の
編
成

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
小
川
未
明
の
文
壇
・
思
想
上
の
立
ち
位
置
を
踏
ま

え
、
童
話
「
時
計
の
な
い
村
」
を
読
ん
で
行
こ
う
。

ま
ず
先
行
研
究
だ
が
、
管
見
の
限
り
、
本
作
の
作
品
論
は
、
続
橋
達
雄
『
未

明
童
話
の
研
墨
(
明
治
書
院
、
昭
和
五
二
年
一
月
)
し
か
な
円
。
続
橋
論
の

要
点
は
、
次
の
文
章
に
あ
る
。
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し
か
し
、
も
っ
と
も
印
象
深
い
の
は
、
作
品
の
冒
頭
と
末
尾
の
照
応
関
係

で
あ
り
、
と
く
に
終
末
の
部
分
が
強
烈
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
時
計
に

象
徴
さ
れ
る
近
代
・
現
代
の
技
術
文
明
を
拒
否
し
否
定
し
た
生
活
様
式
を

肯
定
し
賛
美
し
て
い
る
か
に
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
が
空
想
上
の
、

虚
構
の
世
界
で
あ
る
に
し
て
も
、
作
者
の
想
像
力
の
あ
り
ょ
う
を
考
え
な

い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

続
橋
は
、
時
計
を
「
近
代
・
現
代
の
技
術
文
明
」
の
象
徴
と
捉
え
て
い
る
。
そ

し
て
、
作
品
末
、
そ
れ
が
村
人
に
捨
て
ら
れ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
「
近
代
・
現

代
の
技
術
文
明
」
へ
の
拒
否
・
否
定
と
見
倣
す
。

さ
ら
に
続
橋
は
、
「
唐
突
の
こ
と
な
が
ら
、
わ
た
し
は
こ
こ
で
、
次
の
う
た



を
思
い
出
し
た
」
と
述
べ
、
古
代
中
国
の
撃
壌
歌
を
引
用
。
「
日
出
而
作
、
日

入
而
息
、
撃
井
而
飲
、
耕
田
而
食
、
帝
力
子
我
何
有
哉
」
(
日
出
て
作
し
、
日

入
り
て
息
う
、
井
を
撃
ち
て
飲
み
、
田
を
耕
し
て
食
う
、
帝
力
我
に
子
て
何
か

有
ら
ん
や
)
と
い
う
よ
う
な
自
然
生
活
の
賛
美
が
、
「
未
明
の
夢
想
」
と
し
て
、

本
作
や
他
の
い
く
つ
か
の
童
話
|
|
例
え
ば
、
「
自
分
の
造
っ
た
笛
」
(
「
小
さ

な
草
と
太
陽
』
赤
い
鳥
社
、
大
正
一
一
年
九
月
)
、
「
幸
福
に
暮
し
た
二
人
」

(
「
童
話
」
大
正
一
一
一
年
一
月
)
|
|
に
通
流
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
お
o

だ
が
、
続
橋
の
立
論
は
、
一
部
本
質
を
突
い
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
箇
所
は

存
す
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
印
象
批
評
の
風
が
否
め
な
い
。
前
者
に
関
し
て

は
、
「
時
計
の
な
い
村
」
本
文
の
テ
キ
ス
ト
分
析
が
ま
っ
た
く
な
さ
れ
て
い
な

い
し
、
後
者
に
関
し
て
は
、
続
橋
自
身
、
「
現
在
わ
た
し
が
目
賭
し
得
た
範
囲

内
で
は
、
未
明
が
右
の
詩
文
に
直
接
言
及
し
て
い
る
こ
と
は
な
い
」
と
認
め
て

い
る
通
り
、
未
明
と
撃
壌
歌
の
関
係
が
不
明
だ
か
ら
で
あ
る
。
筆
者
と
し
て

は
、
早
急
な
推
断
を
下
す
前
に
、
も
う
少
し
作
品
に
寄
り
添
っ
た
解
釈
を
試
み

た
し
。本

作
読
解
の
鍵
は
、
未
明
が
「
時
計
」
を
、
ど
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
表
象

さ
せ
て
い
る
か
に
あ
る
だ
ろ
う
。
続
橋
は
「
骨
骨
心
象
働
争
作
か
近
代
・
現
代

の
技
術
文
明
」
(
傍
点
引
用
者
)
と
言
う
が
、
私
は
時
計
単
伶
で
、
何
を
意
味

す
る
か
考
え
た
い
。
結
論
か
ら
先
に
言
、
っ
と
、
本
作
に
お
い
て
時
計
は
、
近
代

時
間
秩
序
の
編
成
者
と
し
て
表
象
さ
れ
て
い
る
。
ど
う
い
う
こ
と
か
。

そ
も
そ
も
、
こ
の
物
語
の
村
は
「
町
か
ら
遠
く
離
れ
た
田
舎
」
に
あ
り
、
村

人
は
長
い
間
「
太
陽
の
上
り
具
合
を
見
て
、
凡
そ
の
時
刻
を
は
か
」
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
村
の
金
持
ち
の
一
人
が
「
こ
の
丈
明
の
世
の
中
に
時
計
を
用
ひ

な
く
て
は
話
に
な
ら
ぬ
」
と
考
え
、
あ
る
日
、
町
で
時
計
を
仕
入
れ
て
来
た
。

に
統
一
化
さ
れ
た
時
間
が
、
日
本
人
の
生
活
や
労
働
を
律
す
る
、
不
可
欠
な
指

標
と
な
っ
た
こ
と
は
一
言
う
ま
で
も
な
い
。
時
計
・
定
時
法
・
標
準
時
は
、
日
本

の
近
代
化
と
直
結
し
て
い
た
。

「
時
計
の
な
い
村
」
に
時
計
が
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
近
代
的
な
時

間
秩
序
の
中
に
村
が
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
本
作

の
二
人
の
金
持
ち
は
、
時
計
購
入
の
際
、
そ
の
時
計
の
時
間
が
正
確
な
も
の
で

あ
る
で
あ
る
か
ど
う
か
、
執
効
に
気
に
し
て
い
た
の
だ
し
(
「
こ
の
時
計
は
、

狂
ふ
や
う
な
こ
と
は
な
い
だ
ら
う
な
」
「
こ
の
庖
の
時
間
は
、
間
違
ひ
が
な
い

だ
ら
う
な
」
/
「
こ
の
時
計
は
狂
は
な
い
だ
ら
う
か
」
「
こ
の
時
計
の
時
聞
は
、

合
っ
て
ゐ
る
だ
ら
う
か
」
)
、
時
計
屋
の
番
頭
か
ら
標
準
時
と
同
一
で
あ
る
と
聞

い
て
(
「
決
し
て
、
間
違
っ
て
ゐ
ま
せ
ん
。
標
準
時
に
合
っ
て
ゐ
る
の
で
ご
ざ

い
ま
す
」
/
「
標
準
時
に
合
っ
て
ゐ
ま
す
」
)
、
安
心
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

二
人
の
時
計
に
三
O
分
の
ズ
レ
が
生
じ
、
両
者
が
正
統
性
を
主
張
す
る
根
拠
と

し
た
の
も
、
標
準
時
と
の
同
一
性
で
あ
っ
た
(
「
こ
の
時
計
は
狂
っ
て
ゐ
な
い
。

標
準
時
に
合
っ
て
ゐ
る
の
だ
」
/
「
こ
の
時
計
こ
そ
合
っ
て
ゐ
る
の
だ
。
上
等

の
機
械
で
、
町
の
時
計
に
ち
ゃ
ん
と
合
は
し
て
来
た
の
だ
」
)
。

換
言
す
れ
ば
、
本
作
の
時
計
は
、
単
な
る
「
村
の
時
計
」
で
は
な
く
、
標
準

時
と
連
な
る
「
町
の
時
計
」
「
国
の
時
計
」
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
権
威
を

有
し
て
い
た
と
言
え
る
。
二
人
の
金
持
ち
は
、
そ
の
点
に
極
め
て
自
覚
的
だ
っ

た。
一
方
、
村
人
は
時
計
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
村
人

の
時
計
受
容
は
、
驚
異
↓
信
頼
↓
不
信
↓
拒
否
の
四
段
階
で
、
推
移
し
て
い

る
。
ま
ず
、
驚
異
の
段
階
の
村
人
は
、
「
毎
日
の
?
っ
に
其
の
金
持
の
家
へ
押

し
か
け
」
、
「
独
り
で
に
動
く
針
を
見
て
不
思
議
に
思
ひ
」
、
「
園
に
行
つ
で
も
、

金
持
ち
の
企
図
は
、
語
り
手
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。

其
の
金
持
は
、
今
自
分
は
沢
山
の
金
を
払
っ
て
、
時
計
を
求
め
る
こ
と
を

心
の
中
で
誇
り
と
し
ま
し
た
。
今
日
か
ら
、
村
の
者
達
は
、
万
宇
烏
り

や
、
約
束
の
時
間
を
こ
の
時
計
に
依
っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
っ
た

か
ら
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
金
持
ち
に
と
っ
て
時
計
は
、
村
人
の
「
万
事
集
り
や
、
約
束
の
時
間
」
を

規
定
す
る
文
明
の
利
器
で
あ
り
、
一
面
に
お
い
て
は
、
村
人
に
対
す
る
管
理
・

支
配
の
道
具
だ
っ
た
。
何
故
時
計
が
そ
の
よ
、
う
つ
な
力
を
持
つ
の
か
と
=
雪
=

そ
れ
は
時
計
の
刻
む
刻
限
が
、
村
以
外
の
共
同
体
I
|
例
え
ば
、
町
ー
ー
で
も

通
用
す
る
普
遍
性
を
有
し
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

小
島
健
司
『
明
治
の
時
計
』
(
校
倉
書
房
、
昭
和
六
一
二
年
二
月
)
に
よ
れ
ば
、

日
本
で
時
計
が
普
及
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
明
治
五
年
の
改
暦
で
あ

る
。
夜
明
け
か
ら
日
暮
れ
、
日
暮
れ
か
ら
夜
明
け
を
各
六
刻
(
計
一
一
一
刻
)
に

分
け
る
太
陰
暦
H

不
定
時
法
か
ら
、
一
日
を
二
四
時
間
に
分
け
る
太
陽
暦
H
定

時
法
へ
切
り
替
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
洋
時
計
が
実
用
の
道
具
と
し
て
つ
か

わ
れ
る
条
件
は
と
と
の
っ
た
」
。
ま
た
、
明
治
一
九
年
の
勅
令
第
五
一
号
「
本

初
子
午
線
経
度
計
算
方
及
標
準
時
ノ
件
」
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
・
グ
リ
ニ
ッ

ジ
天
文
台
を
「
本
初
子
午
線
」
と
し
、
「
東
経
百
三
一
十
五
度
ノ
子
午
線
ノ
時
ヲ

以
テ
本
邦
一
般
ノ
標
準
時
ト
定
ム
」
こ
と
が
決
せ
ら
れ
た
。

不
定
時
法
か
ら
定
時
法
へ
の
移
行
、
標
準
時
の
導
入
と
い
う
二
つ
の
契
機
に

よ
っ
て
、
日
本
に
は
時
計
が
広
ま
り
、
日
本
国
民
は
、
全
国
津
々
浦
々
、
共
通

の
時
間
を
有
す
る
|
|
強
制
さ
れ
る
|
|
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
全
国
的

A
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山
に
行
っ
て
も
寄
る
と
時
計
の
話
を
し
た
」
o

次
に
、
信
頼
の
段
階
へ
入
る
と
、

村
人
は
、
二
人
の
金
持
ち
の
時
計
を
そ
れ
ぞ
れ
信
じ
、
両
者
の
派
閥
抗
争
へ
参

戦
す
る
。
こ
の
時
点
で
、
時
計
は
「
貴
い
捉
」
や
「
神
様
」
の
よ
う
に
な
っ
て

い
た
。
ほ
と
ん
ど
、
物
神
崇
拝
で
あ
る
。
し
か
し
、
乙
の
金
持
ち
の
時
計
が
壊

れ
る
と
、
乙
派
の
村
人
は
「
其
の
日
か
ら
真
暗
に
な
っ
た
や
う
に
、
全
く
時
間

と
い
ふ
も
の
が
分
ら
な
く
」
な
り
、
「
壊
れ
る
や
う
な
時
計
は
、
も
う
信
用
す

る
こ
と
が
出
来
な
い
」
と
、
時
計
へ
の
不
信
を
露
わ
に
す
る
。
さ
ら
に
、
甲
の

時
計
も
壊
れ
る
に
及
ん
で
、
村
人
は
「
時
計
が
あ
っ
た
っ
て
、
な
く
た
っ
て
、

こ
の
一
日
に
は
変
わ
り
が
な
い
ぢ
ゃ
な
い
か
」
と
原
点
回
帰
し
、
「
時
計
な
ん

て
ん
と

か
、
い
ら
な
い
。
お
太
陽
様
さ
へ
あ
れ
ば
沢
山
だ
」
と
、
時
計
を
拒
否
す
る
に

至
る
。
か
く
し
て
、
「
皆
な
は
、
ま
た
昔
の
や
う
に
一
致
し
て
、
い
つ
と
な
く

村
は
平
和
に
治
っ
た
」

0

以
上
見
て
き
た
通
り
、
本
作
の
時
計
は
、
不
定
時
法
か
ら
定
時
法
へ
移
行

し
、
標
準
時
と
連
な
る
た
め
の
近
代
時
間
秩
序
の
編
成
者
と
し
て
表
象
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
村
人
は
、
一
度
は
「
神
様
」
の
よ
う
に
時
計
を
信
奉
し
た
も
の

て
ん
と

の
、
最
終
的
に
拒
否
し
、
前
近
代
の
「
お
太
陽
様
」
の
世
界
へ
戻
る
。
定
時
法

や
標
準
時
を
定
め
る
も
の
が
、
近
代
国
家
以
外
の
何
物
で
も
な
い
以
上
、
時
計

の
拒
否
は
そ
の
ま
ま
、
近
代
国
家
が
推
進
す
る
近
代
化
の
拒
否
を
意
味
す
る
だ

ろ
う
。
村
人
は
最
後
、
時
計
と
い
う
近
代
を
捨
て
、
未
聞
の
村
落
へ
引
き
こ
も

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
結
末
と
未
明
の
社
会
主
義
思
想
に
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な

関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
再
ぴ
大
正
一

O
年
一
月
の
時
点
へ
戻
る
な
ら
ば
、

こ
の
月
、
未
明
は
次
の
よ
う
な
発
言
を
行
っ
て
い
た
。

'
E
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街
頭
を
散
歩
す
る
時
、
漫
然
一
種
の
反
抗
と
憎
悪
と
を
覚
え
る
の
は
、
何

故
か
と
考
へ
る
時
、
其
は
、
世
の
中
は
段
々
と
文
明
に
赴
い
て
行
く
に
も

拘
ら
ず
、
そ
れ
が
為
に
人
類
の
生
活
は
決
し
て
進
歩
し
て
や
し
な
い
と
い

ふ
事
だ
。
否
寧
ろ
反
っ
て
文
明
の
為
め
に
、
処
を
同
じ
う
し
、
時
を
同
じ

う
し
て
生
存
す
る
人
々
の
間
に
生
活
が
著
し
く
懸
隔
を
生
じ
て
来
て
ゐ
る

と
い
ふ
事
だ
。
不
老
不
死
の
薬
が
発
見
さ
れ
、
癌
の
新
治
療
法
が
工
夫
さ

れ
、
例
へ
一
時
間
に
幾
百
哩
を
疾
走
す
る
急
行
列
車
が
出
来
て
も
そ
れ
等

が
極
め
て
低
廉
な
費
用
に
て
行
は
れ
な
い
限
り
、
一
般
民
衆
に
は
何
等
の

幸
福
を
も
粛
し
は
し
な
い
。
寧
ろ
生
活
の
懸
隔
が
出
来
る
計
り
だ
。
司
刈

凶
岡
矧
矧
何
叫
叫
剖
料
叫
け
瑚
劉
泊
。
人
類
平
等
の
幸
福
を
外
に
し
て
、

人
類
の
進
歩
は
な
い
訳
で
は
な
い
か
。
制
凶
剖

q周
閥
出
制
は
圃
刈
刻
削
判

制
欄
禍
創
刊
制
U
判
刻
叶
羽
刑
制
州
州
司
1
吋
剖
刺
剖
姐
劃
引
引
到
剥
刑
制

料
ゴ
社
叶
1
叶
同
州
出
割
引
利
明
朝
剖
刺
リ
社
側
関
対
明
剖
珂
剖
U
1制

剖
剖
倒
朝
U
1樹
捌
剖
阿
判
制
朝
叫
欄
柑
剖
割
引
利
引
。

「
此
意
味
の
羅
憂
主
義
」
(
「
時
事
新
報
」
大
正
一

O
年
一
月
一
九
日
)

こ
こ
で
未
明
は
、
文
明
の
思
恵
が
一
般
民
衆
へ
行
き
渡
ら
ず
、
か
え
っ
て
格
差

を
拡
げ
て
し
ま
う
だ
け
の
現
状
に
対
し
、
「
こ
れ
は
原
始
時
代
に
は
な
か
っ
た

現
象
だ
」
と
憤
っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
人
類
平
等
の
幸
福
」
の
観
点
か
ら
、

「
昔
の
民
族
生
活
に
憧
れ
る
牧
歌
精
神
を
諒
と
す
る
」
「
物
質
文
明
を
呪
誼
し
、

都
会
を
憎
悪
し
、
機
械
を
呪
ふ
盤
守
の
精
神
を
諒
と
す
る
」
と
、
反
近
代
・
反

文
明
的
精
神
を
称
賛
し
て
い
る
。

貧
富
の
差
を
撲
減
し
よ
う
と
意
気
込
ん
で
い
る
限
り
に
お
い
て
、
未
明
の
立

場
は
社
会
主
義
的
な
の
だ
が
、
そ
の
解
決
策
と
し
て
、
高
度
に
発
達
し
た
生
産

そ
の
中
に
あ
っ
て
、
筆
者
が
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
「
時
計
物
語
」
と

「
街
の
時
計
」
の
二
作
品
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
両
作
は
、
「
時
計
の
な
い

村
」
と
極
め
て
類
似
し
た
物
語
類
型
を
持
つ
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
時
計
が
、

定
時
法
や
標
準
時
と
連
な
る
た
め
の
岳
代
時
時
秩
序
の
一
冊
長
者
と
し
て
表
象
さ

れ
、
作
品
末
、
人
聞
か
ら
捨
て
ら
れ
る
話
だ
。
以
下
、
細
か
く
テ
キ
ス
ト
を
見

て
行
予
」
う
。

「
時
計
物
語
」
は
三
人
称
童
話
。
登
場
人
物
は
、
小
さ
な
工
場
を
経
営
す
る

お
爺
さ
ん
と
、
工
場
で
働
く
村
人
で
あ
る
。
こ
の
物
語
の
村
は
「
ま
だ
よ
く
聞

け
て
ゐ
な
い
、
淋
し
い
田
舎
」
に
あ
り
、
村
人
は
「
太
陽
の
上
り
具
合
で
仕
事

を
始
め
て
、
ま
た
太
陽
の
下
り
具
合
で
仕
事
を
止
め
て
家
に
帰
」
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
お
爺
さ
ん
が
「
遠
い
町
」
か
ら
時
計
を
買
っ
て
来
る
と
、
労
働
時

間
は
「
午
前
は
八
時
か
ら
、
午
後
は
四
時
ま
で
」
と
、
厳
密
に
管
理
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
。

「
ど
う
だ
な
、
時
計
と
い
ふ
も
の
は
便
利
な
も
の
だ
ら
う
。
き
ち
ん
と
仕

事
を
始
め
る
時
が
き
ま
っ
て
、
ま
た
止
め
る
時
が
き
ま
る
、
今
迄
の
ヤ
つ

に
、
早
か
っ
た
り
、
遅
か
っ
た
り
す
る
こ
と
は
な
く
て
、
誠
に
結
構
な
こ

と
だ
」
と
、
お
爺
さ
ん
は
、
大
き
な
腹
を
抱
へ
て
笑
ひ
な
が
ら
言
ひ
ま
し

た

お
爺
さ
ん
の
狙
い
は
、
時
計
を
使
っ
た
労
務
管
理
、
す
な
わ
ち
、
八
時
間
労
働

制
の
施
行
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
ま
で
「
皆
な
の
都
合
の
好
い
や

う
に
帰
る
こ
と
が
出
来
た
」
こ
の
工
場
は
、
「
時
計
が
来
て
か
ら
は
一
分
も
早

く
帰
す
こ
と
は
し
」
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

手
段
の
共
有
化
で
は
な
く
、
格
差
な
き
「
原
始
時
代
」
を
対
置
し
て
し
ま
、
1
尽

に
、
未
明
の
社
会
主
義
の
異
質
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
未
明
の
社
会
主

義
に
は
、
近
代
よ
り
前
近
代
を
よ
し
と
す
る
指
向
、
進
歩
主
義
的
と
い
う
よ
り

退
化
主
義
的
な
側
面
が
垣
間
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「
時
計
の
な
い
村
」
は
、
こ
の
よ
う
な
小
川
未
明
の
社
会
主
義
の
異
質
性
|

|
「
原
始
時
代
」
へ
の
夢
ー
ー
が
刻
印
さ
れ
た
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
童
話
で
あ
っ
た

と
一
言
、
え
よ
う
。

三
、
変
奏
さ
れ
る
時
計
童
話

と
こ
ろ
で
、
小
川
未
明
の
時
計
に
関
連
し
た
作
品
は
、
「
時
計
の
な
い
村
」

だ
け
で
は
な
い
。
彼
は
、
時
計
を
主
要
な
題
材
と
し
た
童
話
を
、
数
多
く
執
筆

し
て
い
る
。

今
仮
に
、
そ
れ
を
「
時
計
童
話
」
と
呼
ぶ
な
ら
、
そ
の
作
品
群
は
、
「
青
い

時
計
台
」
(
「
処
女
」
大
正
三
年
六
月
)
、
「
時
計
物
語
」
(
「
婦
女
新
聞
」
大
正
七

年
一
月
四
日
、
初
収
時
「
時
計
の
話
」
)
、
「
時
計
と
ょ
っ
ち
ゃ
ん
」
(
「
あ
る
夜

の
星
だ
ち
』
イ
デ
ア
書
院
、
大
正
一
三
年
一
一
月
)
、
「
お
じ
い
さ
ん
の
時
計
」

(
「
サ
ン
デ
ー
毎
日
」
大
正
一
五
年
一
一
月
一
四
日
・
二
一
日
)
、
「
小
さ
い
針
の

音
」
(
「
解
放
」
昭
和
二
年
五
月
)
、
「
街
の
時
計
」
(
「
ス
ヰ
l
ト
」
昭
和
四
年
四

月
一
五
日
)
、
「
正
二
君
の
時
計
」
(
「
台
湾
日
日
新
報
」
昭
和
一
五
年
二
月
八
日

j
九
日
夕
)
、
「
み
ど
り
色
の
時
計
」
(
「
幼
年
ブ
ッ
ク
」
昭
和
二
三
一
年
六
月
)
、

「
時
計
と
窓
の
話
」
(
「
小
学
五
年
生
」
昭
和
三
六
年
九
月
)
の
九
つ
が
挙
げ
ら

れ
よ
う
。
先
述
の
抄
録
「
正
し
い
時
計
」
を
加
え
れ
ば
、
一

O
か
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
未
明
は
童
話
創
作
の
初
期
か
ら
晩
年
ま
で
、
時
計
と
い
う
素
材
を
好
ん

で
多
用
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ワムロリ

労
働
を
、
時
計
の
刻
む
刻
限
に
よ
っ
て
縛
る
の
は
、
近
代
に
特
有
の
現
象
だ

ろ
切
。
「
時
計
の
な
い
村
」
と
同
様
、
本
作
に
お
い
て
時
計
は
、
村
人
を
定
時

法
の
世
界
へ
組
み
込
む
、
文
明
の
利
器
と
し
て
表
象
さ
れ
て
い
る
。

加
え
て
、
作
中
人
物
が
、
最
終
的
に
時
計
を
拒
否
す
る
点
も
、
「
時
計
の
な

い
村
」
と
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
時
計
の
な
い
村
」
の
村
人
が
、
一
時
的

に
で
は
あ
れ
、
時
計
を
信
頼
し
て
い
た
の
と
異
な
り
、
本
作
の
村
人
は
、
始
め

か
ら
、
時
計
と
い
う
存
在
に
相
容
れ
な
い
も
の
H
抑
圧
性
を
感
じ
て
い
る

(
「
皆
は
時
計
が
来
て
か
ら
何
と
な
く
窮
屈
で
叶
ひ
ま
せ
ん
」
「
皆
な
は
却
っ
て

規
則
が
六
ケ
し
く
な
っ
た
の
で
内
心
に
困
っ
て
ゐ
ま
し
た
」
)
0

そ
し
て
、
村
祭

り
参
/
加
の
た
め
の
早
退
を
断
ら
れ
た
こ
と
を
期
に
、
村
人
は
反
抗
を
開
始
。
お

爺
さ
ん
が
居
眠
り
し
た
隙
に
、
時
計
の
針
を
早
め
、
二
日
続
け
て
、
定
時
よ
り

早
く
退
勤
し
て
し
ま
う
。
最
後
、
皆
に
誤
魔
化
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
お
爺
さ

ん
は
、
「
や
は
り
、
今
迄
通
り
、
お
日
様
で
き
め
る
こ
と
に
し
ゃ
う
」
と
言
い
、

「
時
計
を
柱
か
ら
取
り
は
づ
し
て
、
何
処
へ
か
や
っ
て
し
ま
」
っ
た
。
「
其
れ

で
、
こ
の
村
に
は
、
全
く
時
計
と
い
ふ
も
の
は
無
く
な
っ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
」

0

時
計
に
よ
る
タ
イ
ト
な
労
務
管
理
は
破
綻
し
、
村
人
は
「
お
日
様
」
の
世
界

へ
、
再
び
回
帰
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

「
街
の
時
計
」
は
三
人
称
童
話
。
登
場
人
物
は
、
時
計
台
の
「
大
き
な
時
計
」

と
、
会
話
相
手
の
雀
で
あ
る
。
こ
の
時
計
は
「
十
字
街
の
に
ぎ
や
か
な
畔
り
」

に
立
つ
、
「
正
確
な
標
準
時
計
」
で
あ
り
、
人
間
の
視
線
を
感
じ
て
は
、
「
あ
の

男
は
、
お
れ
を
見
て
、
自
分
の
時
計
の
時
聞
を
直
す
の
だ
な
」
「
あ
の
人
は
、

約
束
の
時
間
に
、
ま
だ
聞
が
あ
る
の
で
、
安
心
し
て
行
く
の
だ
な
」
と
独
語
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
人
の
役
に
立
つ
こ
と
に
、
「
な
ん
と
な
く
誇
ら
し
い
気
持
」

を
感
じ
て
い
た
。
「
時
計
の
な
い
村
」
に
は
、
自
身
の
時
計
の
正
確
さ
を
訴
え
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る
金
持
ち
が
、
?
」
の
時
計
こ
そ
合
っ
て
ゐ
る
の
だ
。
上
等
の
機
械
で
、
町
の

時
計
に
ち
ゃ
ん
と
合
は
し
て
来
た
の
だ
」
と
発
言
す
る
場
面
が
あ
る
が
、
本
作

の
時
計
は
ま
さ
し
く
、
そ
の
よ
う
に
人
々
か
ら
参
照
さ
れ
る
「
町
の
時
計
」
に

他
な
ら
な
い
。
共
同
体
を
統
べ
る
標
準
時
の
体
現
者
と
し
て
、
本
作
の
時
計
は

表
象
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
、
こ
の
「
正
確
な
標
準
時
計
」
は
、
「
お
れ
に
は
、
春
も
、
冬
も
、
な

い
」
状
況
、
す
な
わ
ち
、
自
然
か
ら
の
疎
外
や
、
「
白
分
が
、
忠
実
に
働
い
て

ゐ
る
こ
と
を
誰
も
あ
た
り
ま
へ
の
や
う
に
思
っ
て
ゐ
る
」
他
者
か
ら
の
感
謝
な

き
現
状
な
ど
に
、
「
馬
鹿
馬
鹿
し
」
さ
を
感
じ
始
め
る
。
そ
し
て
、
「
あ
ま
り
正

直
に
す
る
と
損
で
す
よ
。
ち
っ
と
は
、
狂
っ
て
、
有
が
た
み
を
教
へ
て
お
ゃ
ん

な
さ
い
」
と
い
う
雀
の
口
車
に
乗
り
、
「
よ
し
、
お
れ
は
、
お
く
れ
て
や
ら
う
」

と
決
意
。
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
を
開
始
し
た
。

結
果
起
こ
る
の
は
、
町
の
秩
序
の
混
乱
で
あ
る
。

相
変
わ
ら
ず
街
の
中
は
雑
沓
し
ま
し
た
。
人
々
は
、
時
計
を
仰
い
で
、
往

っ
た
り
来
た
り
し
ま
し
た
。
リ
州

U
1出
樹
剖
1
劇
哨
瑚
剖
刑
制
叶
叶
叫

可
到
副
司
付
朝
叫
剥
り
判
剖
引
可
制
引
は
劃
対
剖
剖
叫
叶
川
リ
寸

対
刻
刻
司
副
州
剖
U
剖
リ
社
。
時
計
は
、
復
讐
を
し
ま
し
た
が
、
同
時

に
、
と
り
下
さ
れ
て
、
明
日
か
ら
、
廃
物
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

標
準
時
が
乱
れ
る
と
、
時
刻
表
で
動
く
「
汽
車
」
や
一
分
一
秒
を
争
う
「
取

引
」
は
、
支
障
を
き
た
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
近
代
時
間
秩
序
の
編
成
者
は
一

転
、
秩
序
破
壊
者
へ
と
転
落
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
待
ち
受
け
る
の
は
、

「
廃
物
」
化
の
み
だ
。
よ
り
物
語
に
則
し
て
述
べ
る
な
ら
ば
、
こ
の
擬
人
化
さ

い
ろ
の
交
渉
を
、
再
ぴ
眼
の
前
に
真
実
に
画
く
こ
と
に
於
て
、
そ
こ
に
芸

術
の
世
界
を
造
る
よ
り
ほ
か
に
、
童
話
の
ゆ
く
べ
き
途
は
な
い
様
に
思
は

れ
る
。
(
中
略
)
も
し
、
そ
れ
が
ほ
ん
と
う
の
芸
術
で
あ
っ
た
な
ら
、
大

人
が
読
ん
で
も
面
白
け
れ
ば
、
又
子
供
が
読
ん
で
も
そ
れ
を
理
解
し
得
な

い
こ
と
は
な
い
筈
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
作
者
の
子
供
の
時
分
の
真
実

な
る
感
想
は
、
今
も
な
ほ
子
供
の
魂
に
触
れ
、
神
経
に
運
ず
る
か
ら
で
あ

る。

「
序
」
(
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
天
佑
社
、
大
正
一

O
年
五
月
)

「
童
話
」
と
い
ふ
言
葉
は
、
か
の
「
お
と
ぎ
ば
な
し
」
と
い
ふ
言
葉
の
や

う
に
、
子
供
の
た
め
口
文
学
と
、
や
や
も
す
れ
ば
解
せ
ら
れ
る
や
う
で
あ

り
ま
す
け
れ
ど
、
私
自
身
は
独
り
子
供
の
た
め
に
語
る
の
で
な
く
、
其
れ

に
対
し
て
、
一
つ
の
主
張
を
持
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
子
供
の
心
を

な
ほ
忘
れ
ず
に
ゐ
る
、
す
べ
て
の
人
々
に
向
っ
て
、
作
者
で
あ
る
私
が
、

ま
た
子
供
の
心
持
に
立
ち
帰
っ
て
、
あ
る
感
激
を
訴
へ
る
と
い
ふ
こ
と

に
、
こ
の
こ
と
は
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
子
供
の
時
の
心
程
、
自
由
に
翼

を
伸
ば
す
も
の
は
他
に
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
汚
さ
れ
て
ゐ
な
い
も
の
も
あ

り
ま
せ
ん
。

「
私
が
童
話
を
書
く
時
の
心
持
」
(
「
早
稲
田
文
学
」
大
正
一

O
年
六
月
)

こ
こ
で
未
明
は
、
作
者
自
身
が
子
ど
も
の
心
に
立
ち
返
っ
て
童
話
を
創
作
す
る

必
要
性
(
「
子
供
の
時
分
の
、
自
然
及
人
聞
に
対
す
る
い
ろ
い
ろ
の
交
渉
を
、

再
び
眼
の
前
に
真
実
に
画
く
」
/
「
子
供
の
心
持
に
立
ち
帰
っ
て
、
あ
る
威
厳

を
訴
へ
る
」
)
と
、
子
ど
も
の
み
な
ら
ず
大
人
に
も
伝
わ
り
得
る
童
話
の
芸
術

れ
た
主
人
公
は
、
近
代
を
生
き
る
人
間
に
掛
ト
和
子
レ
去
う
か
の
で
あ
る
。

と
す
る
と
、
「
街
の
時
計
」
の
末
尾
は
、
「
時
計
の
な
い
村
」
「
時
計
物
語
」

の
末
尾
と
、
や
や
位
相
を
異
に
し
て
い
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
時
計

が
人
間
の
手
で
捨
て
ら
れ
る
点
は
三
作
と
も
共
通
し
て
い
る
が
、
前
二
作
の
時

て
ん
と

計
が
、
「
お
太
陽
様
」
「
お
日
様
」
の
世
界
へ
帰
る
べ
く
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
放
棄

さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
本
作
の
時
計
は
、
標
準
時
の
世
界
を
存
続
す
る
た
め

に
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
遺
棄
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
(
追
っ
て
、
新
し
い
標
準
時

計
が
時
計
台
へ
炭
め
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
)

0

前
近
代
へ
の
回
帰
が
ユ
ー
ト
ピ

ア
な
ら
、
近
代
の
継
続
は
、
ま
る
で
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
の
よ
う
だ
。
前
節
で
詳
述

し
た
、
「
時
計
の
な
い
村
」
の
近
代
否
定
・
前
近
代
肯
定
は
、
他
の
時
計
童
話

で
も
、
か
た
ち
を
変
え
て
変
奏
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
作
者
・
小
川
未
明
に
深
く
根
を
下
ろ
し
た
思
想
だ
か
ら
こ
そ
、
繰

り
返
し
反
復
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。

A
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四
、
未
明
の
童
話
観
|
|
童
話
と
い
う
夢

さ
て
、
で
は
、
そ
ん
な
近
代
へ
の
嫌
思
、
前
近
代
へ
の
渇
求
溢
れ
る
「
時
計

の
な
い
村
」
を
、
小
川
未
明
が
童
話
と
い
う
形
式
を
通
し
て
物
語
っ
た
の
は
、

一
体
何
故
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
童
話
と
し
て
物
語
る
こ
と
に
、
固
有
の
意
味
は

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

三
度
、
大
正
一

O
年
一
月
時
点
へ
立
ち
戻
り
、
こ
の
時
期
の
未
明
の
童
話
観

を
確
認
し
た
い
。

自
分
自
身
の
、
最
早
や
取
り
返
す
こ
と
の
出
来
な
い
、
輝
か
L
ぃ
、
そ
し

て
決
し
て
帰
っ
て
来
な
い
子
供
の
時
分
の
、
自
然
及
人
間
に
対
す
る
い
ろ

性
(
「
大
人
が
読
ん
で
も
面
白
け
れ
ば
、
又
子
供
が
読
ん
で
も
そ
れ
を
理
解
し

得
な
い
こ
と
は
な
い
」
/
「
子
供
の
心
を
な
ほ
忘
れ
ず
に
ゐ
る
、
す
べ
て
の

人
々
に
向
っ
て
」
)
を
、
両
論
に
跨
っ
て
、
王
張
し
て
い
る
。
そ
し
て
未
明
が
、

子
ど
も
を
純
真
な
存
在
と
捉
え
て
い
た
こ
と
は
論
を
侯
た
な
い
(
「
子
供
の
時

の
心
程
、
自
由
に
翼
を
伸
ば
す
も
の
は
他
に
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
汚
さ
れ
て
ゐ

な
い
も
の
も
あ
り
ま
せ
ん
」
)

0

し
て
み
れ
ば
、
こ
の
時
期
の
小
川
未
明
に
と
っ
て
童
話
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
人

ヤ
舟
ゆ
で
、
臥
岳
町
「
λE{口]九砂V
特士身酌身穴九かV
賦手T
トト}二一静帝計冶
bhrん司必か
t弁r争払砂v4舟
町
だ
つ
た
と
ヰ
口

て
ん
と

「
時
計
の
な
い
村
」
の
村
人
が
「
お
太
陽
様
」
の
世
界
へ
帰
る
時
、
そ
れ
は
未

明
の
夢
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に
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以
上
、
本
稿
で
は
、
小
川
未
明
の
童
話
「
時
計
の
な
い
村
」
(
「
婦
人
公
論
」

大
正
一

O
年
一
月
)
に
関
す
る
作
品
分
析
を
、
作
中
の
時
計
表
象
へ
着
目
し
つ

つ
、
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
本
作
の
時
計
が
近
代
時
間
秩
序
を
生

み
出
す
編
成
者
と
し
て
表
象
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
村
人
に
よ
る

作
品
末
の
時
計
廃
棄
は
、
近
代
へ
の
決
別
l
l原
始
へ
の
回
帰
ー
ー
を
意
味
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
童
話
を
自
己
の
純
真
な
夢
と
捉
え
て
い
た
当
時

の
未
明
の
童
話
観
に
照
ら
せ
ば
、
こ
の
反
近
代
的
な
ユ
ー
ト
ピ
ア
志
向
は
、
未

明
白
身
の
夢
で
も
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
一
般
に
、
大
正
期
の
未
明
の
思

想
は
、
ア
ナ
キ
ズ
ム
の
枠
組
み
で
理
解
さ
れ
て
お
り
、
本
作
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
志

向
を
、
そ
の
よ
う
な
文
脈
で
理
解
す
る
こ
と
は
十
分
可
能
だ
。

一
方
で
、
当
時
の
評
論
類
に
目
を
凝
ら
す
と
、
こ
の
時
期
の
未
明
が
、
唯
物



史
観
や
階
級
闘
争
を
肯
定
す
る
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
側
面
を
保
持
し
て
い
た
事

実
が
わ
か
る
。
文
学
史
上
、
ア
ナ
キ
ス
ト
と
マ
ル
キ
ス
ト
の
分
岐
が
鮮
明
化
す

る
の
は
、
青
野
季
土
口
「
自
然
成
長
と
目
的
意
識
」
(
「
文
芸
戦
線
」
大
正
一
五
年

九
月
)
や
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
連
盟
の
成
立
(
大
正
一
五
年
一
一
月
)
以

後
だ
が
、
未
明
に
お
い
て
も
、
大
正
年
間
は
、
ア
ナ
と
ボ
ル
の
二
つ
の
要
素
が

未
分
化
の
ま
ま
併
存
し
て
い
た
と
い
う
の
が
実
情
で
は
な
か
ろ
う
か
。

私
た
ち
は
、
小
川
未
明
の
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
側
面
を
再
評
価
す
る
と
と
も

に
、
両
思
想
の
雑
居
性
を
注
視
す
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

主(l)
小
埜
裕
二
「
概
説
」
(
「
小
川
未
明
全
童
話
』
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
平
成
二
四

年
一
二
月
)
の
「
童
話
集
収
録
頻
度
表
」
に
よ
れ
ば
、
「
時
計
の
な
い
村
」
の
収

録
回
数
は
一
三
因
。
全
体
で
は
一

O
位
と
高
順
位
に
あ
る
。
ち
な
み
に
、
上
位

一
二
作
は
「
月
夜
と
眼
鏡
」
(
「
赤
い
鳥
」
大
正
一
一
年
七
月
、
二
九
回
)
、
「
赤
い

蝋
燭
と
人
魚
」
(
「
東
京
朝
日
新
聞
」
大
正
一

O
年
二
月
一
六
1
二
O
日
、
二
六

回
)
、
「
港
に
着
い
た
黒
ん
ぼ
」
(
「
童
話
」
大
正
一

O
年
六
月
、
二
一
一
一
回
)
で
、

い
ず
れ
も
大
正
一

0
・
二
年
に
集
中
し
て
い
る
。

(2)
小
川
未
明
文
学
館
H
P
の
「
所
蔵
品
紹
介
⑤
幻
の
全
集
」
よ
り
。
昭
和
一
八

年
に
刊
行
開
始
さ
れ
た
、
フ
タ
パ
書
院
成
光
館
版
の
こ
の
全
集
は
、
当
初
全
二

二
巻
の
企
画
だ
っ
た
が
、
戦
局
悪
化
の
た
め
、
二
巻
の
み
で
中
断
さ
れ
た
。
二

巻
と
も
、
装
丁
を
有
島
生
馬
、
挿
絵
を
初
山
滋
が
担
当
し
て
い
る
。

(3)
「
正
し
い
時
計
」
(
「
五
年
の
学
習
」
昭
和
二
八
年
六
月
)
は
、
小
埜
裕
二
編
「
小

川
未
明
E

全
小
説
・
随
筆
』
(
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
平
成
二
八
年
六
月
)

に
、
「
感
想
」
と
い
う
区
分
で
書
誌
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
作
に
は

明
確
な
物
語
性
が
あ
り
、
感
想
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

此
岸
に
た
っ
か
彼
岸
に
た
っ
か
と
い
ふ
一
点
で
文
学
の
将
来
は
定
ま
る
の
で
あ

る
」
と
述
べ
、
文
学
者
に
対
し
、
階
級
の
選
択
を
突
き
付
け
て
い
る
。
折
か
ら

の
民
衆
芸
術
論
は
、
中
野
秀
人
「
第
四
階
級
の
文
学
」
(
「
文
章
世
界
」
大
正
九

年
九
月
)
に
よ
っ
て
、
階
級
意
識
を
南
明
化
さ
せ
て
い
っ
た
わ
け
だ
が
、
平
林

の
論
は
こ
の
方
向
性
に
捧
さ
す
も
の
と
き
甲
え
よ
う
。

(7)
例
え
ば
、
山
室
静
は
、
大
正
期
の
未
明
の
社
会
主
義
思
想
へ
の
接
近
に
つ
い
て
、

「
そ
の
立
場
は
人
道
主
義
と
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
流
の
相
互
扶
助
を
基
調
に
す
る
も
の

で
、
マ
ル
ク
ス
流
の
唯
物
論
と
階
級
闘
争
説
に
は
ほ
と
ん
ど
ま
っ
た
く
無
縁
だ

っ
た
」
(
「
解
説
」
『
定
本
小
川
未
明
童
話
全
集
』
第
二
巻
、
講
談
社
、
昭
和
五
一

年
二
一
月
)
と
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
上
笠
一
郎
は
つ
不
オ
・
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ

ズ
ム
の
作
家
と
し
て
自
己
形
成
し
て
き
た
未
明
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
思
想
と
リ

ア
リ
ズ
ム
に
は
な
じ
め
ず
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
許
す
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
に
親

災
し
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
」
(
「
小
川
未
明
」
日
本
児
童
文
学
学
会
編
『
日
本

の
童
話
作
家
』
昭
和
四
六
年
九
月
)
と
、
猪
熊
葉
子
は
「
根
本
的
に
は
理
想
主

義
に
根
ざ
す
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
で
あ
っ
た
未
明
が
、
そ
の
思
想
の
帰
点
と
し
て

辿
り
つ
い
た
の
は
、
詩
の
原
理
と
し
て
の
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
で
あ
っ
た
」
(
「
小
川

未
明
」
続
橋
達
雄
他
編
『
講
座
日
本
児
童
文
学
』
第
六
巻
、
明
治
書
院
、
昭
和

四
八
年
九
月
)
と
、
そ
れ
ぞ
れ
解
説
し
て
い
る
。

(8)
例
え
ば
、
林
政
雄
は
、
「
小
川
未
明
氏
の
近
業
二
つ
」
(
「
新
興
文
学
」
大
正
一
一
一

年
四
月
)
で
、
「
未
明
氏
の
思
想
は
ボ
ル
シ
エ
ヴ
イ
ス
ト
の
思
想
で
あ
る
か
、
ト

ア
ナ
ア
キ
ス
ト
の
思
想
で
あ
る
か
私
達
は
斯
の
『
人
間
性
の
た
め
に
』
全
編
を

通
じ
て
は
知
る
由
も
な
い
。
或
は
部
分
は
ボ
ル
シ
エ
ヴ
イ
ズ
ム
の
声
で
あ
り
或

る
個
処
は
ゼ
ア
ナ
ア
ス
ト
の
叫
び
で
あ
る
」
と
述
べ
、
大
正
一
一
一
年
当
時
、
未

明
の
思
想
が
、
ア
ナ
ボ
ル
ど
ち
ら
に
も
解
釈
し
得
る
、
未
分
化
な
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
大
正
期
の
未
明
の
マ
ル
ク
ス
主
義
へ
の

親
和
性
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
小
川
未
明
の
知
識
人
批
判

1
1
1
「
童
話
作
家

(4)
そ
の
他
、
こ
の
時
期
の
未
明
は
、
佐
野
学
・
加
藤
一
夫
・
新
居
格
ら
と
「
文
芸
、

思
想
問
題
の
雑
談
を
目
的
」
と
す
る
「
青
空
会
」
を
起
こ
し
た
り
(
「
よ
み
う
り

抄
」
「
読
売
新
聞
」
大
正
九
年
八
月
一
七
日
)
、
堺
利
彦
・
野
依
秀
一
・
山
崎
今

朝
弥
ら
と
著
作
家
紐
合
の
懇
親
会
へ
参
加
す
る
(
「
著
作
家
組
合
懇
親
会
」
「
読

売
新
聞
」
大
正
九
年
一
二
月
二
六
日
)
等
、
社
会
運
動
界
隈
の
人
士
と
積
極
的

に
交
流
し
て
い
る
。
「
盆
栽
に
よ
ら
ず
、
骨
董
に
よ
ら
ず
、
あ
ま
り
に
静
的
で
摂

想
的
な
も
の
は
、
何
だ
か
今
の
自
分
の
気
持
と
合
は
な
く
な
っ
た
ゃ
う
だ
」

(
「
査
の
話
小
川
未
明
氏
」
「
読
売
新
聞
」
大
正
九
年
一

O
月
一
九
日
)
と
は
、

当
時
の
未
明
の
言
葉
ら
し
い
が
、
「
静
的
で
隠
想
的
」
で
は
い
ら
れ
な
い
ほ
ど
、

社
会
変
革
の
志
に
燃
え
て
い
た
と
推
察
さ
れ
よ
う
。

(5)
同
種
の
指
摘
は
、
木
村
毅
も
「
文
芸
と
時
勢
」
(
「
文
章
世
界
」
大
正
九
年
一
一
一

月
)
で
行
っ
て
い
る
。
木
村
は
、
当
時
の
文
壇
を
備
隊
し
、
「
今
の
時
勢
を
目
し

て
ほ
ぼ
社
会
問
題
討
究
の
時
と
し
た
事
」
「
文
芸
を
目
し
て
、
必
ず
時
勢
に
先
ん

ぜ
ね
ば
な
ら
ぬ
約
束
を
持
っ
た
も
の
の
や
う
に
考
へ
た
事
」
の
二
つ
を
、
そ
の

特
徴
点
と
し
て
挙
げ
た
。
そ
し
て
木
村
自
身
、
「
私
も
、
今
の
時
代
を
社
会
問
題

討
究
の
時
で
あ
る
と
す
る
の
に
別
に
不
服
は
な
い
。
又
文
芸
を
し
て
、
時
代
即

ち
社
会
問
題
に
接
触
せ
し
め
よ
と
言
ふ
の
に
も
賛
成
で
あ
る
」
と
、
文
土
が

「
社
会
問
題
討
究
」
を
す
る
こ
と
に
賛
意
を
示
し
て
い
る
。
他
作
家
の
言
説
を
含

め
、
こ
の
時
期
、
社
会
問
題
へ
の
関
心
が
文
壇
を
席
巻
し
て
い
た
様
子
が
う
か

が
え
る
。

(6)
さ
ら
に
平
林
は
、
本
論
で
「
社
会
的
良
心
を
も
っ
た
も
の
に
は
、
暖
昧
な
妥
協

的
態
度
は
堪
へ
ら
れ
、
な
く
な
っ
て
来
た
。
民
衆
の
一
人
に
な
る
か
民
衆
の
敵
と

な
る
か
以
外
に
、
立
場
が
許
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
利
害
の
ま
る
で
反
対
す
る
こ

つ
の
階
級
に
社
会
が
わ
か
れ
か
か
っ
て
来
た
。
文
学
が
社
会
と
絶
縁
す
る
こ
と

の
出
来
る
も
の
で
な
い
限
り
、
た
と
ひ
作
品
に
於
て
如
何
な
る
題
材
を
と
り
扱

は
う
と
も
、
文
学
者
自
身
は
立
場
を
き
め
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
っ
て
き
た
。
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宣
言
」
の
真
意
を
め
ぐ
っ
て
」
(
「
社
会
文
学
」
平
成
二
八
年
八
月
)
で
詳
述
し

た。

(
9
)
(
l
)
と
同
じ
、
「
童
話
集
収
録
頻
度
表
」
に
よ
れ
ば
、
「
殿
様
の
茶
碗
」
(
「
婦
人

公
論
」
大
正
一

O
年
一
月
)
の
収
録
回
数
は
一
六
回
。
全
体
で
は
七
位
で
あ
る
。

(
日
)
岡
上
鈴
江
『
父
小
川
未
明
」
(
新
評
論
、
昭
和
四
五
年
五
月
)
に
よ
る
と
、
「
赤

い
蝋
燭
と
人
魚
」
の
原
稿
依
頼
へ
訪
れ
た
の
は
、
当
時
、
朝
日
新
聞
社
の
社
員

だ
っ
た
岡
本
一
平
ら
し
い
。
岡
本
は
「
大
正
十
年
の
一
月
の
あ
る
日
、
羽
織
は

か
ま
姿
で
父
を
訪
問
す
る
と
、
な
に
か
中
編
も
の
を
書
く
よ
う
に
頼
ん
だ
」
そ

、つだ。

(
日
)
独
立
し
た
作
品
論
で
は
な
い
が
、
周
辺
情
報
と
し
て
「
時
計
の
な
い
村
」
に
言

及
し
て
い
る
論
考
は
、
い
く
つ
か
あ
る
。
例
え
ば
、
佐
藤
宗
子
は
、
「
児
童
文
学

に
お
け
る
「
音
」
・
試
論
」
(
「
千
葉
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
」
平
成
三
年
二

月
)
で
、
「
「
い
つ
と
な
く
村
は
平
和
に
治
っ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
す
」
と

昔
話
の
し
め
く
く
り
の
よ
う
に
結
ぼ
れ
て
い
る
が
、
現
実
に
「
時
計
」
な
し
で

生
活
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
な
か
で
、
せ
め
て
児
童
向
に
、
そ
ん
な
非
現

実
の
村
を
語
ろ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
」
と
述
べ
、
作
者
・
未
明
が
児
童
向
け
に
、

時
計
の
な
い
生
活
と
い
う
非
現
実
な
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
提
示
し
て
見
せ
た
と
す

る
考
え
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
木
村
小
夜
は
、
「
小
川
未
明
「
赤
い
蝋
燭
と
人

魚
」
と
そ
の
周
辺
」
(
「
福
井
県
立
大
学
論
集
」
平
成
一
九
年
七
月
)
の
注
で
、

本
作
は
「
複
数
の
時
計
の
出
現
に
よ
っ
て
村
が
分
裂
す
る
が
、
ど
ち
ら
も
壊
れ

て
再
び
平
和
が
一
反
る
、
と
い
う
話
だ
が
、
こ
こ
で
は
時
計
に
よ
っ
て
計
測
可
能

な
時
間
の
存
在
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
時
計
を
金
持
ち
し
か
も
て
な

い
こ
と
が
問
題
だ
と
す
る
。
多
少
不
正
確
で
も
皆
が
も
て
る
こ
と
の
方
が
大
事

だ
、
と
い
う
側
面
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
」
と
論
じ
、
本
作
で
提
起
さ
れ

て
い
る
の
は
、
時
計
と
い
う
「
計
測
可
能
な
時
間
の
存
在
」
の
否
定
で
は
な
く
、

貧
富
の
差
に
関
係
な
く
、
集
団
の
構
成
員
が
同
じ
時
間
を
共
有
す
る
こ
と
の
重
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要
性
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
教
材
研
究
の
分
野
で
は
、
中
川
智

弘
「
小
川
未
明
の
童
話
作
品
に
お
け
る
時
間
描
写
の
特
性
」
(
「
福
井
大
学
初
等

教
育
研
究
」
平
成
二
八
年
一
一
一
月
)
が
あ
る
。

(
ロ
)
以
下
、
該
当
箇
所
。
「
一
九
二
O
年
か
ら
二
三
年
ご
ろ
に
か
け
て
発
表
し
た
童
話

に
お
い
て
、
未
明
が
語
っ
た
自
然
の
ま
ま
の
生
活
と
は
、
「
時
計
の
な
い
村
」

「
自
分
の
造
っ
た
笛
」
「
幸
福
に
暮
し
た
二
人
」
に
代
表
さ
れ
る
世
界
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
古
代
中
国
人
の
夢
想
し
伝
承
し
た
「
撃
壌
歌
L

の
世

界
に
通
じ
な
が
ら
、
一
方
で
は
自
然
の
生
命
に
こ
も
る
美
を
発
見
し
そ
れ
を
共

有
し
よ
う
と
す
る
世
界
で
あ
っ
た
」

(
日
)
岡
田
芳
郎
は
、
『
明
治
改
暦
』
(
大
修
館
書
居
、
平
成
一
六
年
六
月
)
で
、
「
文
明

開
化
と
は
西
欧
化
と
ほ
と
ん
ど
同
意
語
で
あ
っ
た
か
ら
、
欧
米
諸
国
の
使
用
し

て
い
る
太
陽
暦
を
採
用
す
る
こ
と
は
、
次
第
に
当
然
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
。
福
沢
諭
吉
は
『
改
暦
弁
』
の
な
か
で
、
改
暦
に
賛
成
し
な
い
者
は
時

代
遅
れ
の
大
馬
鹿
者
だ
と
、
反
対
派
を
叱
っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方

が
政
府
の
首
脳
部
や
啓
蒙
家
た
ち
の
大
勢
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
、
明

治
の
施
政
者
や
知
識
人
が
、
文
明
開
化
の
一
環
と
し
て
、
太
陽
暦
の
採
用
を
必

然
視
し
て
い
た
旨
、
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
初
の
鉄
道
で
あ
る
、
品

川
・
横
浜
間
の
仮
営
業
が
始
め
ら
れ
た
の
は
、
改
暦
直
前
の
明
治
五
年
五
月
、
だ

が
、
こ
の
鉄
道
は
運
行
当
初
か
ら
、
分
刻
み
で
発
着
時
間
が
決
め
ら
れ
て
い
た
。

原
田
勝
正
は
、
「
明
治
鉄
道
物
語
』
(
筑
摩
書
房
、
昭
和
五
八
年
一

O
月
)
で
、

「
鉄
道
の
運
転
時
刻
は
、
人
び
と
の
生
活
時
間
を
「
分
」
の
単
位
に
お
き
か
え
る

と
い
う
点
で
大
き
な
意
味
を
も
っ
た
」
と
記
し
、
定
時
法
に
基
づ
く
鉄
道
の
時

刻
表
が
、
日
本
人
の
時
間
意
識
に
変
容
を
も
た
ら
し
た
と
す
る
見
方
を
示
し
て

い
ヲ
心
。

(
比
)
未
明
の
前
近
代
的
傾
向
を
指
摘
し
た
論
考
と
し
て
は
、
秋
山
清
「
ア
ナ
キ
ス

ト
・
小
川
未
明
」
(
「
文
学
」
昭
和
二
一
六
年
一

O
月
)
が
あ
る
。
こ
こ
で
秋
山
は
、

未
明
の
感
想
「
彼
等
流
浪
す
」
(
「
矛
盾
」
昭
和
三
年
九
月
)
を
引
き
、
「
未
明
の

前
近
代
な
郷
土
主
義
は
ア
ナ
キ
ズ
ム
と
は
い
い
が
た
い
」
「
未
明
の
憧
憶
が
、
し

ば
し
ば
か
つ
て
在
り
し
郷
関
の
静
寂
と
平
和
を
志
向
し
て
い
る
か
に
見
え
る
こ

と
は
、
退
化
論
的
で
さ
え
あ
る
。
儒
教
に
お
け
る
理
想
が
、
つ
ね
に
嘉
舜
の
栄

光
に
立
還
え
ろ
う
と
す
る
以
外
に
は
、
社
会
と
生
活
と
の
進
歩
に
つ
い
て
考
え

よ
う
と
し
な
か
っ
た
こ
と
と
似
通
っ
て
い
る
」
と
分
析
し
て
い
る
。

(
日
)
時
計
を
主
要
な
素
材
と
し
て
扱
う
小
説
は
、
私
見
の
範
囲
で
は
、
見
当
た
ら
な

か
っ
た
。

(
凶
)
角
山
栄
は
、
『
時
計
の
社
会
史
』
(
士
口
川
弘
文
館
、
平
成
二
六
年
三
月
)
で
、
時

計
出
現
以
後
、
人
々
の
労
働
が
、
作
品
中
心
か
ら
時
計
中
心
の
そ
れ
H

賃
労
働

に
変
容
し
た
旨
、
指
摘
し
て
い
る
。
「
と
こ
ろ
が
近
代
的
時
間
の
成
立
と
と
も

に
、
仕
事
は
い
ま
や
時
間
に
縛
ら
れ
た
賃
労
働
へ
と
変
わ
っ
て
ゆ
く
。
重
要
な

こ
と
は
、
機
械
時
計
の
一
不
す
人
工
的
時
間
で
表
示
さ
れ
た
労
働
時
聞
が
、
い
ま

や
労
働
を
規
定
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」

(
げ
)
こ
の
反
復
は
、
も
ち
ろ
ん
、
時
計
童
話
以
外
で
も
な
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

感
想
「
単
純
な
詩
形
を
思
ふ
」
(
「
時
事
新
報
」
明
治
四
五
年
七
月
一
日
)
で
は
、

「
物
質
文
明
」
に
反
抗
し
、
人
間
の
「
原
始
的
感
情
」
を
鼓
吹
す
る
こ
と
が
、
詩

人
の
役
割
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、
童
話
「
金
歯
」
(
「
文
芸
」
昭
和

一
O
年
三
月
)
で
は
、
主
人
公
の
絵
描
き
・
令
二
に
「
あ
あ
、
な
ん
で
も
単
純

に
限
る
。
単
純
で
、
素
朴
な
も
の
は
、
清
ら
か
だ
o

ち
ゃ
う
ど
、
文
明
人
よ
り
、

原
始
人
の
方
が
、
誠
実
で
、
感
覚
的
で
、
能
動
的
で
、
よ
り
人
間
ら
し
い
の
と

同
じ
だ
。
近
世
に
な
っ
て
か
ら
、
人
間
は
、
堕
落
し
た
。
だ
ん
だ
ん
本
当
の
美

と
い
ふ
も
の
が
分
ら
な
く
な
っ
た
」
と
、
「
文
明
人
」
に
対
す
る
「
原
始
人
」
の

人
間
的
優
位
を
語
ら
せ
て
い
る
。
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